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米国鑑定士協会 A A 国際資産評価士（機械・設備）資格 までの れ

��入会 �����

入会 は、 IA事務 に く さい。 の 式 は、 IAの ー ー を く さい。

������

��������認定資格

提 された は国 での一 の後、A Aの国際資格 会にて されます。 には となります。

��認定資産評価士 vVV3�WµŤ�Wʜľ�Ŗņ�3ʜ

間のフル イ の評価経 がある場 、認定資産評価

士 A A に認定されます。

�� 資産評価士C�vVV3�W´š�WʜŁ�Ř´Ś3ʜv¹¹3ŅµŞ�3
のフル イ の評価経 がある場 、 資産評価士

A A A A に認定されます。
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資産評価士協会 I A について

資産評価士協会は、グローバル化、IF の導入など、新時 を えた我が国の会 ・企業財務 務のニーズに対 する 的な資産評価のイン

フラ創設に向け、 教育事業、 、提 、 の 活動の を目的として、 動産鑑定士、公認会 士、 士 会等の が中 とな

り、 に設 された 営 の 。 の主 事業として、米国A Aとの業務協定に り、 でのA Aの資格・教育 の を 的に

っており、動産、機械・設備、事業評価（知的財産を含む）の資産評価士育 のた 、 でのト ーニング・ ・ライセンス ・会 ー

ス等の提 をしている。協会の目的は、我が国において 米 の資産評価とい 新たな専門的 を確 し、 のニーズに対しても 価で信

の高い資産評価 ー スが提 来る 会インフラを創設することに することである。
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における資格 の場 、 務経 に対する が設けられています。

入会を された は下 の きを い資格 定 となります。

A A国際資産評価士の認定を けるには、A A の国際資格 会 I E に る評価 の

を する があります。この に際しては 下が となります。 きは にて IAが します。

v 入・ 済 入会

v 
v 
v  I に関する

v  入会登録手数料  ¥ 、 会  (資格 は 、 等に り される場 があります。）

��資格 定 への 格

v A A （ ット での ー ン ッ の ）の 格 IAはA Aと 定を しています。

v （ 米にて評価業務を 場 ）米国鑑定業務統一 （ PAP の 時間の と の 格。

v 教育 （機械 ・ 設備の場 は、 E 、 E 、 E 、 E の と の 格。

v� A A/ IAの会 となり、資格 定 資格を すること。

v� 大 の 、もしくは れに する を された （または 等と認定された ）。

v� する資格 ルに た 務経 を していること。

※資格申請料は¥30,000 (資格再認定料 ) となります。

資格 認定

A ・A A等の資格 は ロフ ッショ ルとしての 的な が られており、 資格を

持するた には にA A 認定す (  ) 
の  (PA P  ) を て 時間 の が義務 けられています。

の 認後、 式に A となります。


